
第
十
章
丸
善
異
色
篇

一
シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ウ
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明
治
三
十
年
代
末
、
丸
善
本
店
の
近
く
の
青
物
町
に
一
人
の
少
年
が
い
た
。
幼
い
時
か
ら
絵
を
好
み
、
将
来
そ
の
方
面
で
身
を
立
て

た
い
と
考
え
て
い
た
。
丁
度
そ
の
こ
ろ
、
丸
善
で
は
内
田
魯
庵
が
「
学
鐙
」
に
よ
っ
て
、
他
に
類
例
の
な
い
Ｐ
Ｒ
誌
を
つ
く
っ
て
い
た
。

そ
し
て
武
者
小
路
実
篤
が
「
白
樺
」
の
運
動
を
起
す
か
た
わ
ら
、
丸
善
を
通
じ
て
盛
ん
に
洋
画
家
の
伝
記
や
画
集
を
購
入
し
て
い
た
。

丸
善
も
こ
れ
に
刺
激
さ
れ
、
欧
州
の
美
術
書
を
輸
入
し
た
。

今
、
大
正
五
年
か
ら
昭
和
五
年
に
至
る
十
五
年
間
に
、
ど
ん
な
洋
画
関
係
の
書
籍
が
輸
入
さ
れ
た
か
を
「
学
鐙
」
所
載
の
一
頁
乃
至

半
頁
の
絵
入
広
告
か
ら
拾
っ
て
み
る
と
、
左
の
第
一
表
の
よ
う
に
総
計
九
四
四
種
に
達
す
る
。
勿
論
こ
の
中
に
は
重
複
す
る
も
の
も
あ

る
が
、
そ
の
多
く
は
一
般
に
よ
く
知
ら
れ
た
画
家
の
履
歴
、
ま
た
は
画
業
に
関
す
る
も
の
で
、
》
｝
の
う
ち
画
家
の
ベ
ス
ト
テ
ン
を
と
る

と
第
二
表
の
よ
う
に
な
る
。
因
に
表
中
、
Ｔ
は
大
正
、
Ｓ
は
昭
和
の
年
号
を
、
末
端
の
数
字
は
同
年
間
に
広
告
さ
れ
た
件
数
を
示
す
。

第
一
表
書
名
及
び
広
告
件
数

目
、
）
○
四
菌
］
○
瞥
の
○
烏
ロ
国
司
言
い
ご
ロ
具
呂
陣
国
①
目
の
屋
匪
日
の
厨
両
目
印
己
冒
目
９
．
ロ
の
鴨
の
．

固
の
§
昌
呂
の
両
昌
口
閏
目
晦
の
口
目
ぐ
旨
。
の
貝
ぐ
目
の
。
胸
戸
”
の
日
言
眉
目
恩
の
、
の
国
呂
の



＠ｍｍ

A
r
t
i
s
t
e
s
R
u
b
e
n
s
・
B
o
t
t
i
c
e
l
l
i
．
D
e
l
a
c
r
o
i
x
．
D
u
r
e
r
･
Ｖ
ａ
ｎ
Ｄ
ｙ
ｃ
ｋ
．
３
７

Ｔ
６
）
M
i
c
h
a
e
l
A
n
g
e
l
o
・

R
u
b
e
n
s
・
T
u
r
n
e
r
・
V
e
l
a
s
q
u
e
z
P
a
i
n
t
i
n
g
s
＆
D
r
a
w
i
n
g
s
b
y

F
r
a
n
c
1
s
c
o
G
o
y
a
、

T
i
z
i
a
n
Q
R
o
d
i
l
L
A
u
g
u
s
t
R
e
n
o
i
r
，

R
u
b
e
n
s

２５

Ｔ
８
）
F
r
a
A
n
g
e
l
i
c
Q
G
i
o
v
a
n
n
i
S
e
g
a
n
t
i
n
i
．
P
a
u
l
C
e
z
a
n
n
e
、

５１

Ｔ
９
）
M
i
l
l
e
t
．
R
a
p
h
a
e
L
C
o
r
o
t
．
P
a
u
l
G
a
u
g
u
i
n
、

５１

Ｔ
１
０
）
D
e
r
E
x
p
r
e
s
s
i
o
n
i
s
m
u
s
、
H
a
n
s
H
o
l
b
e
i
n
・
W
i
l
l
i
a
m
B
l
a
k
e
C
o
u
r
b
e
t
．
L
a
u
t
r
e
c
，
７
２

T
l
D
T
i
z
i
a
n
o
、
P
u
v
i
s
d
e
C
h
a
v
a
n
n
e
s
M
e
u
n
i
e
r
、
C
h
a
g
a
l
L
Z
a
d
k
i
n
e
．
D
i
e
K
u
n
s
t

F
1
e
n
r
i
M
a
t
i
s
s
e
・

ｌ
２
２

Ｔ
１
２
）
Ｄ
ｉ
ｅ
Ｋ
１
ｍ
ｓ
ｔ
ｄ
ｅ
ｓ
Ｇ
ｒ
ｅ
ｃ
ｏ
、

５７

Ｔ
１
３
）
P
i
c
a
s
s
o
･
R
o
s
s
e
t
t
i
．
T
i
n
t
o
r
e
t
t
o
，

５８

Ｔ
１
４
）
C
l
a
U
d
e
M
o
n
e
t
．
V
a
n
D
y
c
k
，

５８

Ｔ
１
５
）
S
t
e
r
n
e
A
n
d
r
e
D
e
r
a
i
n
‘
有
a
n
s
T
h
o
m
a
、

７３

Ｓ
２
）
D
i
e
K
u
n
s
t
d
e
s
2
0
J
a
h
r
h
u
n
d
e
r
t
s
、
D
i
e
K
u
n
s
t
d
e
s
K
I
a
s
s
i
z
i
s
m
u
s
u
n
d
d
e
r
R
o
m
a
n
t
i
k
・

O
l
d
F
r
e
n
c
h
C
o
l
o
u
r
P
r
i
n
t
s
・
L
a
n
d
m
a
r
k
s
i
n
N
i
n
e
t
e
e
n
t
h
C
e
n
t
u
r
y
P
a
i
n
t
i
n
g

E
v
o
l
u
t
i
o
n
i
n
M
o
d
e
r
n
A
r
t
、

ｌＯ９

Ｓ
３
）
D
i
e
s
c
h
6
n
e
F
r
a
u
D
e
r
N
a
c
h
t
e
M
e
n
s
c
h
D
i
e
n
i
e
d
e
r
l
a
n
d
i
s
c
h
e
M
a
l
e
r
．

Ｌ
'
Ａ
ｒ
ｔ
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ロ
・
隆
昌
○
員
。
》
ロ
日
．
ロ
一
①
厨
ｐ
ｐ
ｍ
庁
号
の
両
８
房
目
ロ
の
ロ
ロ
。
。
①
の
胃
昌
胃
①
、
の
５
目
の
日
５
．
国
凹
口
旦
ウ
匡
○
屋

号
局
属
匡
易
碕
①
の
ｏ
豆
ｎ
頁
①
、

骨
吟
つ

の
心
）
句
○
且
］
菌
．
里
［
Ｏ
Ｑ
Ｒ
ｐ
句
尉
の
ロ
ｏ
｝
肖
勺
昌
口
庁
興
の
．
旬
日
己
○
巨
の
両
甘
三
口
”
坤
○
目
ご
ロ
尉
閏
さ
ご
く
言
の
匡
閏
．
の
、

の
、
）
の
局
①
呉
国
ｏ
目
Ｈ
①
の
耳
、
の
蔚
胃
嗣
巴
具
貝
、
．
弓
昏
①
弔
巴
員
曾
旨
国
涜
ｇ
儲
『
・

画
②

第
二
表
掲
戦
画
家
ベ
ス
ト
テ
ン
（
）
は
回
数

一
位
”
の
日
耳
目
号
（
億
）
二
位
”
○
日
ロ
の
○
い
ぼ
（
日
）
四
位
言
目
鼻
（
胃
）
五
位
○
①
困
目
①

（
隈
）
六
位
の
○
胃
（
ご
）
七
位
旨
旨
冨
①
］
跨
口
的
の
｝
○
”
ｇ
ｏ
博
（
届
）
九
位
恩
の
○
目
巨
§
ぐ
冒
臼

（
屋
）
十
位
己
①
闇
の
（
届
）

八
木
本
の
図
書
館
長
の
話
に
よ
る
と
、
内
田
魯
庵
は
、
「
学
鐙
」
へ
の
絵
画
関
係
広
告
は
、
喜
ん
で
迎
え
た
と
い
う
。

さ
て
少
年
は
、
計
ら
ず
も
丸
善
に
沢
山
の
洋
画
本
が
あ
る
の
を
知
り
、
恐
る
恐
る
店
内
に
足
を
踏
み
入
れ
、
そ
こ
に
陳
列
さ
れ
て
い

る
洋
画
の
豪
華
本
に
魅
せ
ら
れ
、
喰
入
る
よ
う
に
み
つ
め
る
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
い
つ
し
か
少
年
の
な
ら
わ
し
と
な
り
、
声
）
ょ
な
き

愉
ぴ
と
も
な
っ
た
。
そ
し
て
目
出
度
く
、
城
東
小
学
校
を
卒
業
す
る
と
直
ち
に
採
用
試
験
に
応
募
し
、
首
尾
よ
く
見
習
生
と
し
て
入
社

す
る
こ
と
が
出
来
た
。
勿
論
三
年
間
の
見
習
生
時
代
は
雑
用
に
従
い
、
時
に
は
大
学
な
ど
へ
新
刊
書
籍
を
配
達
し
て
廻
り
、
夜
間
は
神

田
の
正
則
英
語
学
校
に
通
っ
て
英
語
を
勉
強
し
た
。
し
か
し
画
業
で
身
を
立
て
ん
と
す
る
初
志
は
変
ら
ず
、
特
に
図
案
を
好
み
、
蔵
前

商
工
図
案
選
科
に
入
学
を
希
望
し
た
が
、
学
歴
不
足
で
か
な
わ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
秘
か
に
白
馬
会
に
入
会
し
洋
画
を
勉
強
し
、
つ
い

に
二
科
展
に
入
選
し
て
小
柳
津
要
人
か
ら
い
た
く
賞
讃
さ
れ
た
。
彼
は
も
う
少
年
で
は
な
か
っ
た
。
前
途
を
嘱
望
さ
れ
た
有
能
青
年
社



貝
大
浦
周
蔵
に
成
長
し
、
丸
善
の
商
業
美
術
の
一
部
を
担
当
し
、
ま
た
社
外
で
は
新
し
い
美
術
運
動
で
あ
る
マ
ヴ
オ
で
活
躍
し
た
。

マ
ヴ
オ
に
つ
い
て
は
、
岡
田
隆
彦
が
雑
誌
「
Ｓ
Ｄ
（
ス
ペ
ー
ス
・
デ
ザ
イ
ン
）
」
に
、
「
（
大
正
十
二
年
）
七
月
末
に
ド
イ
ツ
か
ら
椛
成

主
義
を
た
ず
さ
え
て
帰
朝
し
た
ば
か
り
の
村
山
知
義
が
中
心
と
な
り
尾
形
亀
之
助
、
穴
明
共
三
、
大
浦
周
蔵
、
ブ
ブ
ノ
フ
な
ど
に
よ
っ

て
結
成
さ
れ
」
五
人
の
頭
文
字
を
と
っ
て
Ｍ
Ａ
Ｖ
Ｏ
と
名
づ
け
た
と
記
し
て
い
る
（
一
一
三
頁
）
。
当
時
三
越
の
装
飾
図
案
は
杉
浦
非

水
が
担
当
し
、
新
機
軸
を
出
し
て
好
評
を
博
し
て
い
た
が
、
大
浦
は
こ
れ
に
対
抗
し
て
丸
善
の
デ
ザ
イ
ン
を
案
出
し
大
い
に
活
躍
し
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
仲
田
定
之
助
は
、
「
新
文
明
」
第
二
十
巻
第
二
号
（
昭
和
四
十
五
年
二
月
号
）
に
、
次
の
よ
う
な
思
い
出
の
記
を
害

い
て
い
る
。

し
て
終
っ
た
。

そ
の
頃
わ
た
し
の
幼
い
頃
か
ら
顔
見
知
り
で
親
し
か
っ
た
小
店
員
が
二
人
あ
っ
た
。
そ
の
一
人
は
大
浦
周
蔵
と
い
っ
た
。
彼
は

画
技
に
長
じ
、
夕
方
勤
務
か
ら
解
放
さ
れ
る
と
、
溜
池
の
白
馬
会
研
究
所
に
通
っ
た
。
大
正
時
代
、
丸
善
の
シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ウ

デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
斬
新
で
、
衆
目
を
集
め
て
好
評
を
博
し
た
。
そ
れ
は
す
べ
て
近
着
の
美
術
書
を
参
考
と
し
て
彼
が
創
作
す
る

デ
ィ
ス
プ
レ
ー
だ
っ
た
。
大
浦
は
ま
た
マ
ポ
ウ
、
三
科
な
ど
前
衛
運
動
に
も
参
加
し
て
、
活
躍
し
て
い
た
が
惜
し
い
こ
と
に
天
折

888

と
。
昼
は
社
業
に
従
い
、
夜
は
好
み
の
画
業
に
、
彩
管
を
ふ
る
っ
た
彼
も
偉
か
っ
た
が
、
そ
の
才
幹
を
認
め
て
、
「
店
の
顔
」
と
も
云

う
べ
き
、
シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ウ
を
与
え
、
縦
横
に
彼
の
才
能
を
駆
馳
せ
し
め
た
、
丸
善
幹
部
の
英
断
を
も
併
せ
て
賞
め
称
え
る
べ
き
で

た
か

あ
ろ
う
。
し
か
し
彼
は
業
半
ば
に
い
た
ら
ず
し
て
昭
和
一
一
一
年
一
一
一
月
一
一
十
八
日
一
一
一
十
九
歳
を
以
っ
て
他
界
し
、
つ
い
に
既
刊
の
社
史
に
名

を
連
ね
る
こ
と
な
く
消
え
去
っ
た
。



…
僧
。
…
…
、
。
．
．
．
．
…
‐
．
１
．
．
．
．
…
・
・
・
●
．
：
く
：
。
．
・
・
．
．
“
・
‐
、
鴎
、
、

い
ゆ
癖
聴
勿
癒
慰
妨
う
ち
１
陰
い

二
児
童
図
書
の
出
版

ヱ
ボ
ン
蕊
濯
綴
い

オ
毛
チ
爺
．
削
違
為
●
“
糠
悠

戟
俸
撫
雌
通
い
識
瀞
落
飾

カ
ン
ダ
踊
繰
マ
ル
ゼ
ン
臓

丸
善
の
神
田
支
店
に
、
伊
村
金
之
助
と
い
う
人
が
い
た
。
一
）
の
人
は
、
丸
善
創
業
の
際
早
矢
仕
有
的
を
助
け
た
伊
村
新
一
の
養
子

（
旧
姓
野
呂
）
で
明
治
十
八
年
八
月
二
十
五
日
に
中
西
屋
に
入
社
し
た
。
明
治
六
年
生
れ
だ
か
ら
、
数
え
年
十
一
一
一
歳
で
小
僧
と
し
て
雇

わ
れ
、
中
西
屋
が
丸
善
に
買
収
さ
れ
て
か
ら
も
、
引
き
つ
づ
い
て
丸
善
の
社
員
に
な
り
、
昭
和
十
年
十
一
月
に
残
し
て
い
る
。
伊
村
は

こ
つ
こ
つ

本
屋
の
一
店
員
と
し
て
九
六
と
書
籍
販
売
業
務
に
携
っ
て
い
る
う
ち
に
、
根
っ
か
ら
の
愛
書
癖
が
上
司
の
認
め
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
壮

年
時
代
に
入
っ
て
か
ら
、
児
童
書
の
編
集
出
版
を
委
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
児
童
出
版
物
の
研
究
家
で
あ
る
南
部
亘
国
の
話
に
よ
る

と
、
大
正
の
初
期
に
は
、
中
西
屋
の
二
階
の
奥
に
編
集
室
が
あ
り
、
そ
こ
に
伊
村
を
再
三
訪
れ
て
資
料
蒐
集
の
た
め
力
を
借
り
た
こ
と

が
あ
っ
た
と
い
う
。
伊
村
は
、
そ
の
編
集
に
あ
た
っ
て
は
巌
谷
小
波
や
鹿
島
鳴
秋
な
ど
、
当
時
一
流
の
作
者
の
作
品
の
み
を
選
び
、
挿

Ｉ

や
４
ｊ
‐
４
⑭
○
代
・
行
‐
凸
込
圭
零
坪
‐
‐

丸
撚
趣
詫
幹
葛
支
窮

今
瀞
斑
繋
》
瀞

神田支店の広告

画
も
著
名
な
画
家
に
依
嘱
し
て
、
豪
華
な
装
順
本
を
発
行
し
た
。
対
象
と
し

た
賊
買
層
が
、
中
流
以
上
の
階
級
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
、
そ
れ
だ
け
に

値
段
も
安
く
は
な
か
っ
た
と
い
う
。

中
西
屋
及
神
田
支
店
が
大
正
・
昭
和
に
出
版
し
た
児
童
図
書
の
う
ち
で
わ

か
っ
て
い
る
も
の
を
掲
げ
て
見
る
と
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

伊
村
は
ま
た
小
学
新
報
社
発
行
の
月
刊
雑
誌
「
幼
女
号
」
「
少
女
号
」
「
小

学
画
報
」
の
出
版
に
も
関
係
し
、
大
正
九
年
度
出
版
の
「
幼
女
号
」
の
奥
付
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細
木
原
静
岐

細
木
原
静
岐

に
は
編
集
者
と
し
て
の
彼
の
名
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
誤
り
で
南
部
氏
の
説
に
よ
る
と
、
こ
れ
ら
月
刊
雑
誌
の
編
集
者
は
鹿

島
鳴
秋
で
、
伊
村
は
そ
の
経
営
者
で
あ
っ
た
と
い
う
。

軍
国
お
と
ぎ
噺

東
西
お
伽
訓
話
天
・
地

家
庭
日
本
歴
史

孝
子
画
噺

（
醸
耗
皿
諾

ナ
カ
ニ
シ
ヤ

日
本
一
ノ
画
噺
全
三
十
五
冊

い
ろ
は
ス
ケ
ッ
チ

子
供
四
十
八
景

お
伽
図
書
館

コ
ド
モ
ノ
画

大
正
お
伽
噺

蓉
庭
読
本
画
噺
上
・
下

オ
ハ
ナ
シ
全
五
冊

聖
堂 中
西
屋
。
丸
善
発
行
児
童
図
書

名

十

大
四
・
十

小
柴
博

日
比
省
吾
編

内
海
月
杖

内鹿内鹿山鹿巌

海島海島口島谷
伊

月鳴月鳴策鳴小
杖秋杖秋編秋波

巌
谷
小
波

韮
画

者

大 明
四
十
四
Ｉ

挿倉
田
白
羊

細
木
原
静
岐
等

倉
田
白
羊

発
行
年
月

太
田
三
郎

岡
野
栄

太
田
三
郎

岡
野
栄
他 画
一
装

890

大
元
．
八

大
元
．
十

大
元
．
十

大
元
。
十
一

麦杉

浦
藁
非

張水 順

各各 定合
本

。
五
五

九五
五五

九
○

大
元
．

錘
一
尭
抄
章

白
菊
の
巻

大
五
・
十

大
三
・
十
二

大
四
．
五



雌雄行

お
伽
十
五
夜
物
語

子
供
ハ
ク
ラ
ン
会

大
正
お
伽
噺

日
本
童
話
選
集
全
六
冊

未
明
童
話
集
全
五
冊

お
伽
漫
画
第
一
輯

素
圭
鳴
命

孝
子
画
噺
上
巻

兄
妹
の
巻

キ
ャ
ベ
ツ
の
お
家

お
も
ち
ゃ
箱

動
物
の
村

小
公
女

あ
る
き
太
郎

竹
取
物
語

小
公
子
物
語

家
庭
読
本
日
本
国
史

オ
ト
ギ
ウ
タ
エ
全
三
冊

お
伽
手
工
画
噺
全
五
巻

紙
芝
居
式
窓
付

昭
二
。

昭
二
。

昭
二
・

昭
二
・

不
明
不
明
不
明
不
明
不
明
不
明

鹿
島
鳴
秋

鍋
井
克
之

鹿
島
鳴
秋

童
話
作
家
協
会
編

小
川
未
明

保
積
稲
夫

藤
沢
術
彦

鹿
島
鳴
秋

武
井
武
雄

武
井
武
雄

バ
ー
ネ
ッ
ト
夫
人
作

久
保
田
万
太
郎
訳

武
井
武
雄

保
積
稲
夫

バ
ー
ネ
ッ
ト
夫
人
作

鹿
島
鳴
秋
訳

内
海
月
杖

巌
谷
小
波

巌
谷
小
波

井初岡太
・山本

1吋武田
山非三
・村
武山郎
他

武
井
武
雄

武武布太
田
・
細
木
原
・
岡
野

井井目

武武敏

大
六
。
十
一

大
八
。
七

大
十
一
・

大
宝
．
士
一

昭
二
．
一

891

各各

三
・
七
五

各
三
・
○
○

．
八
○

・
六
○ ○

昭
二
．
九

・
八
○
昭
二
・
十
二

○

-'一
五○



と
こ
ろ
で
己
に
米
国
で
始
ま
っ
て
い
た
世
界
的
経

済
恐
慌
の
徴
候
は
、
カ
ナ
ダ
に
お
け
る
製
紙
用
パ
ル

プ
の
投
売
を
招
き
、
こ
れ
が
わ
が
国
の
出
版
界
に
も

大
き
な
影
響
を
与
え
た
結
果
、
本
の
安
売
り
時
代
が

は
じ
ま
っ
た
。
特
に
文
学
書
や
、
児
童
書
の
廉
価
本

が
現
わ
れ
、
明
治
大
正
文
学
大
全
集
一
冊
一
円

現
代
大
衆
文
学
全
集
一
冊
一
円

世
界
文
学
全
集
一
冊
一
円

日
本
児
童
文
庫
一
一
冊
一
円

小
学
生
全
集
一
冊
三
五
銭

と
云
う
安
い
価
格
で
発
売
さ
れ
た
。

レ
ク
ラ
ム
文
庫
に
範
を
採
っ
た
岩
波
文
庫
が
、
星

一
つ
に
つ
き
二
○
銭
と
云
う
最
低
価
格
で
市
場
に
売

り
出
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
一
一
年
の
七
月
で
あ
っ
た
。

ｌ
岩
波
文
庫
発
刊
に
際
し
て
ｌ
と
云
う
題
名
で
、

中西屋発行のお伽噺の本（南部亘国氏蔵）
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店
主
岩
波
茂
雄
が
書
い
た
趣
意
書
を
見
る
と
、
「
十
数
年
以
前
よ
り
志
し
て
来
た
計
画
を
」
「
そ
の
性
質
上
経
済
に
も
最
も
困
難
多
き
」

う
ち
に
敢
て
発
刊
し
た
の
は
、
「
知
識
と
美
と
を
特
権
階
級
の
独
占
よ
り
奪
ひ
返
す
こ
と
は
つ
ね
に
進
取
的
な
る
民
衆
の
切
実
な
る
要

求
で
あ
る
」
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
と
云
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
出
来
た
の
も
当
時
の
出
版
原
価
が
安
す
ぎ
た
が
た
め
で
あ
っ
た
。

そ
う
し
た
な
か
で
「
日
本
童
話
選
集
」
第
一
輯
は
、
大
正
十
五
年
末
に
発
刊
さ
れ
、
童
話
作
家
協
会
三
十
余
名
の
傑
作
を
収
め
、

「
現
代
日
本
童
話
の
最
高
水
準
を
示
す
も
の
と
し
て
」
全
六
冊
の
年
刊
発
売
を
約
束
し
て
い
る
。
し
か
も
円
本
流
行
の
き
ざ
し
が
見
え

初
め
た
こ
ろ
、
定
価
三
円
七
五
銭
の
高
価
で
提
供
し
た
の
は
、
当
時
一
流
の
作
家
達
に
加
え
て
、
岡
本
帰
一
、
川
上
四
郎
、
村
山
知
義
、

武
井
武
雄
、
初
山
滋
等
鐸
六
た
る
画
家
を
配
し
た
か
ら
で
も
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
だ
け
に
丸
善
出
版
部
の
首
脳
は
、
高
い
誇
り
と
自
信
と

を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
小
川
未
明
著
「
未
明
童
話
集
」
の
第
一
巻
は
、
昭
和
一
一
年
四
月
発
売
さ
れ
、
定
価
一
一
円
五
○
銭
で
昭
和
六

年
に
五
冊
で
完
結
し
て
い
る
。
こ
の
完
成
の
年
は
、
宛
も
彼
が
五
十
歳
に
達
し
た
時
で
あ
っ
た
か
ら
、
誕
辰
五
十
年
と
未
明
童
話
集
完

成
祝
賀
会
が
同
時
に
行
わ
れ
、
同
労
者
鈴
木
三
重
吉
が
次
の
よ
う
に
祝
賀
の
言
葉
を
述
べ
た
。

未
明
君
の
童
話
の
全
集
に
近
い
や
う
な
も
の
が
纏
め
ら
れ
た
が
、
そ
の
中
に
は
世
界
的
に
も
誇
り
得
る
や
う
な
数
女
の
作
品
を

含
ん
で
ゐ
る
。
童
話
を
作
る
と
い
ふ
こ
と
は
難
し
い
こ
と
で
あ
っ
て
私
始
め
多
く
の
人
達
が
童
話
を
書
く
が
大
抵
は
再
話
で
あ
っ

て
も
、
未
明
君
の
や
う
に
永
年
に
亘
っ
て
初
め
か
ら
今
に
到
る
ま
で
努
力
し
て
ゐ
る
者
は
な
い
と
い
っ
て
い
Ｌ
ｏ
こ
れ
は
日
本
人

の
全
部
が
未
明
君
に
感
謝
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
併
し
か
う
い
ふ
偉
大
な
功
績
で
も
世
の
中
の
人
穴
は
看
過
し
て
し
ま
ふ
の
は
残
念

で
あ
る
。
或
る
種
の
文
学
者
と
違
っ
て
物
質
的
に
酬
い
ら
れ
る
こ
と
の
紗
い
の
は
気
の
毒
だ
。
自
分
が
貧
乏
故
に
一
層
同
情
さ
れ

る
の
で
あ
る
。
人
間
と
い
ふ
も
の
は
生
き
て
ゐ
る
う
ち
に
尊
敬
さ
れ
る
も
の
で
な
い
。
物
質
的
に
は
尚
更
に
酬
い
ら
れ
る
も
の
で



詞
宝
‐
冒
具
《

‐
廿
碑
儲
・
出

な
い
。
未
明
君
は
幸
ひ
に
し
て
子
供
の
時
に
は
ア
ン
デ
ル
ゼ

ー
ニ
邑
一
滑
母
虫
ｈ
品
。
ｑ
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